
人材育成・
組織運営

（働き方改革）

①メンターの研修、中堅教師の研修等、それぞれのキャリアに応じた教師力の育成を図る。
②職員全体が学校教育目標の具現をめざす目的集団となることを目指し、自由で闊達な情報交換やコミュニケーション
がとれる職場つくりに勤める。
③ＩＣＴの活用、事務の見直し等を進め、仕事の効率化を図り、早い時間の退出を促す

担当 管理職

いじめへの対応
①常に、教職員が児童・保護者地域等多方面・他視点から情報を受け取ることができるように信頼関係を構築し、その
情報をもとに迅速に対応する。②いじめに関わった児童全員がそれぞれに納得し、前向きに生活を始め、よりよい関係
をつくっていけるように支援・対応をしていく。

担当 いじめ防止対策委員会

安全教育
①避難・防犯訓練を、訓練のための訓練でなく現実として起こりうる状況を際限まで想定した上で行う。
②教職員だけでは対応しきれない状況をどのようにサポートしていただくかを想定した上で、地域・保護者の方の支援を
仰ぐ体制作りを推進していく。

担当 防災部

特別支援教育
①インクルーシブ教育の推進を図り、個々の子どもに合った形での多様な交流を進める。②個別支援教育の充実につ
いては保護者の理解を図り、保護者と共同歩調を重視して経営を実践していく。
③困り感をもった児童への共感的支援を進めるため、組織的な取り組みの整備を図る。

担当 特別支援コーディネーター

地域連携
①学校運営協議会の学校理解を今まで以上に図り、経営への参画・協議会からの発信を進めていく。
②チーム千秀・ＰＴＡを中心として、地域・家庭の教育力の学校教育への積極的な導入を図る。
③コロナ下にあってどのような連携の形があるか模索していく。

担当 教務部・専任

教育課程
学習指導

①昨年度同様、重点研を中心に教職員の授業力向上を推進していく。
②少人数指導・複数教員による指導を積極的導入を図り、すべての児童に「分かる」を実感させ、学習成就感を高める
学習指導を実践する。

担当 教務部

児童生徒指導
①児童支援専任を中心とした組織的児童指導対応を今年度も進めていく。②児童指導対応に偏らず、さらに根本の部
分である児童理解を全教職員が進められるように、機会をつくる。③家庭、児童育成に関係する機関との連携を密に
し、社会全体で育成を図っていく。

担当 児童支援専任

健やかな体
①体力テスト等各種検査に基づいた体育科授業の改善を図り、運動のもつ良さの体験を重ね、運動意欲を高め、調和
のとれた身体の成長を図る。②多様な運動機会を提供し、運動生活の日常化を図り、逞しい心身の育成につなげる。③
各種防災・安全に関わる教育の中、危機意識の育成・健康生活の良さの実感を図る。

担当 すこやか部会

豊かな心
①スマイル活動、あいさつ運動、地域との交わり等、多くの人との交流の機会を大切にし、心の満足感のもと、自分の居
場所つくり、人への思いやりの心を高めていく。②道徳教育の充実、体験的活動の充実を進め、全人的な情意の育成を
図るとともに、社会生活における道徳的実践力・判断力の育成も図っていく。

担当 子ども部会

重点取組分野 具体的取組

確かな学力
①令和２年度に引き続き、重点研による「子どもが自信をもつための学習の在り方」を追求することで、それぞれの教職
員が自分なりの授業観をもち、授業力を向上することを目指した。②家庭学習と連結したマナビータイムの推進及び、ス
モールステップでの習得状況の把握を通して、基礎・基本の徹底を図る。

担当 重点研推進委員長

中
期
取
組
目
標

◎【自ら考え　表現し　挑戦し続ける子】
・児童が、自分で自分の人生を切り拓いていく礎となる知性を身につけるために、また集団でいることの喜びや価値を実感できる
ように児童が「わかろうとし続ける意欲を引き出す」授業をおこないます。
・児童が安心して学校生活を送れるように専任を中心とした組織による迅速で的確な対応ときめ細やかな個別の対応を行いま
す。
・保護者の学校に対する信頼感を確かなものにするため、分かる授業・様々な形での情報の発信・的確な対応を行います。
・児童が地域を「自分たちのまち・ふるさと」と思えるような地域との関わりを目指し、地域の人・もの・ことに積極的に関わります。

教育課程全体で
育成を目指す資質・能力

飯島中 小中一貫教育推進ブロックにおける
「９年間で育てる子ども像」と具体的取組ブロック

☆自ら課題を見つけ、追求し続ける力
☆自他の良さや違いを認め合い、共に
学び合う力
☆持続可能な地域・社会の創造に貢献
する力

飯島中
飯島小
千秀小

◎学校や地域の一員としての役割を自覚し、共に社会を創造する子○自ら課題を
見つけ、協働的に解決しようとする子○互いに認め合い、共に高め合える子

①義務教育9年間で身につけておくべき資質・能力を明確化し、具現化を図るための具体
的な視点をもって各教科等の改善・充実を図る。②児童・生徒一人ひとりの発達課題や教
育的ニーズをきめ細かく捉え、継続性・系統性をもたせながらニーズに応じた支援を行う。
③地域の教育資源（人・物・事）を有効活用し、「目指す子ども像」を地域社会と共有するこ
とでキャリア教育や社会教育の実現を図る。
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創立 145 周年 学校長 冨田　操

年度 ）

学
校
教
育
目
標

「自分で考え　表現し　挑戦し続ける子」
（知）　自分の人生を自ら切り開いていける最大の力としての知性を培います
（徳）　他者のいるよさを実感し、その実感に基づく心からの他者への尊敬・信頼の念を育てます
（体）　個々の状況に合わせて、生き抜いていく強さを身に付けます
（公）　集団でいることのよさを実感し、その集団に属することへの誇りに基づく公共心を育てます
（開）　国際社会で堂々と主張できる態度と内容を育てます

個別支援学級： 2

児童生徒数： 229 人 主な関係校： 飯島中　大正中　南戸塚中　飯島小　

副校長 國司　香織 2 学期制 一般学級： 8

（ 令和 元 ～ 3横浜市立 千秀小学校 令和 3 年度版 中期学校経営方針


